
一
教
職
員
定
数
削
減
の
慎

重
な
議
論
を
求
め
る
意

見
書

一
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
割
引
制
度
を
求

め
る
意
見
書

一
自
動
車
関
係
諸
税
に
つ

い
て
の
意
見
書

一
少
人
数
学
級
の
推
進
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

割
合
の
復
元
を
求
め
る

意
見
書

一
夜
間
中
学
の
整
備
と
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

一
社
会
資
本
老
朽
化
対
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見

書 「
国
へ
の
意
見
書
」

※
詳
し
い
内
容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

厚
生
委
員
会

　

ふ
じ
の
く
に
型
人
生
区
分
の

普
及
啓
発
と
具
体
的
活
用
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

公
表
後
、
66
歳
か
ら
76
歳
の

壮
年
熟
期
に
当
た
る
方
が
改
め
て

就
職
す
る
な
ど
、
社
会
に
対
し

前
向
き
な
意
識
の
醸
成
が
見
ら

れ
、
多
く
の
高
齢
者
か
ら
好
評

を
博
し
て
い
る
。
中
国
浙
江
省
と

の
交
流
の
際
に
は
、
ふ
じ
の
く
に

型
人
生
区
分
に
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
の
取
り
組
み
は
世

界
に
通
用
す
る
も
の
と
の
手
応
え

を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
般
公
表
し
た
61
万

人
の
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
結

果
で
は
、
新
た
に
人
生
区
分
を

活
用
し
た
年
代
別
の
分
析
を
加

え
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
課
題
の

世
代
間
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
、

地
域
及
び
世
代
ご
と
の
特
性
に

応
じ
た
、
よ
り
具
体
的
な
健
康

増
進
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
県
内

各
市
町
に
向
け
て
ふ
じ
の
く
に
型

人
生
区
分
の
一
層
の
普
及
啓
発
を

図
り
、
併
せ
て
、
本
県
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
国
内
外
に
向

け
て
積
極

的
に
発
信
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
委
員
会
で
の

質
疑
応
答
の
一
部
紹
介

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

【
質
問
】

①
ふ
じ
の
く
に
に
住
み
か
え
る

推
進
本
部
に
金
融
機
関
が
参
加

し
た
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
。

②
金
融
機
関
の
取
り
組
み
と
し

て
移
住
者
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外

に
金
融
機
関
に
対
し
て
期
待
す

る
こ
と
は
何
か
。

【
答
弁
】

①
金
融
機
関
も
地
方
創
生
に
問

題
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
今
回
、

推
進
本
部
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

地
方
銀
行
３
行
に
加
入
し
て
頂

い
た
。
銀
行
は
県
と
異
な
る
地

域
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

等
、
独
自
の
情
報
を
有
し
て
お

り
、
移
住
定
住
に
活
か
し
て
頂

く
。
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

②
静
岡
銀
行
が
、
移
住
者
向
け

住
宅
ロ
ー
ン
を
有
し
て
お
り
、

他
行
に
も
取
り
扱
っ
て
頂
き
た

い
。
こ
の
他
、
首
都
圏
で
の
相

談
会
に
金
融
機
関
も
参
加
し
て

頂
く
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
内
に
あ
る
支
店
を
生

か
し
て
、
本
県
を
P
R
す
る
等
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

地
域
外
交
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

地
域
外
交
に
お
い
て
、
通
商

の
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
国
・

地
域
と
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】

　

通
商
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
、
地
域
外
交
基

本
方
針
の
中
で
は
、
中
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
米
国
を
挙
げ

て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
従
来

か
ら
経
済
が
主
流
で
あ
り
、
通

商
は
既
に
展
開
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
県
産
品
の
販
路
拡

大
や
県
内
企
業
の
海
外
展
開
支

援
、
投
資
の
促
進
が
取
り
組
み

の
柱
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
国
・
浙
江
省
で
は
、
水
産

物
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
る

他
、
上
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
紅

ほ
っ
ぺ
（
い
ち
ご
）
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

経
済
促
進
機
構
と
の
交
流
の
中

で
、
投
資
説
明
会
の
実
施
や
企

業
誘
致
も
進
め
て
い
る
。
北
京
・

天
津
は
、
交
流
に
着
手
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
通
商
は
今
後
検

討
す
る
。モ
ン
ゴ
ル
で
は
、工
業
・

農
牧
業
省
と
の
覚
書
に
基
づ

き
、
商
談
会
や
物
産
展
を
現
地

で
開
催
し
た
他
、
来
年
２
月
の

総
合
食
品
開
発
展
に
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
３
社
が
出
展
す
る
予
定

で
あ
る
。
台
湾
は
、
物
産
公
社

を
通
じ
て
、
み
か
ん
等
の
生
鮮

食
料
品
を
輸
出
す
る
ル
ー
ト
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
11
月
に
は
、
日
本
の
経
団
連

に
あ
た
る
三
三
会
と
県
内
の
経

済
団
体
の
覚
書
調
印
に
よ
り
、

経
済
分
野
の
交
流
を
進
め
て
い

く
。
米
国
は
ハ
ワ
イ
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
出
展

の
他
、
お
茶
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
を
西
海
岸
に
設
置
し
た
。
こ

の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
等

に
よ
り
、
通
商
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

平成28年度 当初予算 重点要望事項
※詳しい内容は、ホームページに掲載してありますのでご覧ください。

　
〈個別事項〉
１ 経済再生、雇用対策の強化
①産業成長戦略の推進等による
産業競争力の強化
②ＴＰＰ等を踏まえた農林水産
業への支援の強化
③女性や若者など、誰もが活躍
出来る社会の創出

２ 県民の生命・財産を守る危機
管理体制の強化
①防潮堤等の施設整備の推進や、
緊急地震・津波対策交付金等
の市町支援の継続
②広域避難体制の確保等の原子
力災害や火山対策の強化
③企業誘致推進のための支援制
度の充実、工業用地等の基盤
整備の推進
④農林水産業の振興を図るため
の各種支援の充実

３ 人口減少をストップする子育

て支援、医療・福祉の充実
①待機児童や子どもの貧困解消
に向けた子育て支援の強化
②医師、看護師、介護従事者の
確保など、質の高い医療・介護
体制の整備
③障害者、高齢者などの社会的
弱者を支える施策の強化
④健康寿命を延伸する取り組み
の強化

４ 教育・人づくりの充実
①将来の静岡を担う多彩な人材
の育成
②教員が子どもと向き合う時間
の確保など、教育の質の向上
と環境の整備
③私立学校教育への支援の強化
④特別支援学校の整備など、特
別支援教育への支援の強化

５ 豊かな県民の暮らしの実現

①道路、河川、橋りょう、港湾など、
暮らしを支える社会資本の整備
②県民に身近な生活環境の整備
（身近な道路整備、河床浚渫
などの河川整備）
③治山、地すべり、急傾斜地対策
などの災害防除対策の推進

６ 本県の魅力を活かした観光・
交流の促進
①本県の魅力を活かした観光地
づくりと効果的な情報発信
②東京オリンピック・パラリン
ピック等を契機とした戦略的
なスポーツ交流の推進
③富士山静岡空港の機能向上と空
港を核とした地域づくりの推進
④新しい人の流れをつくる移住、
定住の促進

７ 行財政改革の推進
①健全財政の枠組みの堅持
②市町を含めた行政運営の最適
化や、行政ニーズに対応した組
織体制の構築

自民改革会議として、川勝知事に要望書を提出致しました。

目に見える真の地方創生の実現〈総括事項〉

　

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た
。

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

❶
二
重
行
政
の
解
消

❷
地
方
創
生
に
対
す
る
姿
勢

❸
高
等
教
育
機
能
の
充
実

⑵
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

⑶
伊
豆
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
つ
い
て

⑷
世
界
遺
産
富
士
山
に
つ
い
て

❶
富
士
山
の
保
存
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み

❷
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）

⑸
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て

⑹
活
力
の
あ
る
産
業
振
興
に
つ

い
て

❶
産
業
成
長
戦
略
の
推
進

❷
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定

❸
農
林
水
産
分
野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
の
推
進

⑺
森
の
力
再
生
事
業
と
も
り
づ

く
り
県
民
税
に
つ
い
て

⑻
子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

⑼
消
防
団
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

⑽
教
育
行
政
に
つ
い
て

❶
確
か
な
学
力
の
育
成
に
向

け
た
家
庭
と
の
連
携

❷
読
書
活
動
の
推
進

⑾
静
岡
県
警
察
を
支
え
る
人
材

の
確
保
に
つ
い
て

※
本
会
議
・
各
委
員
会
の
内
容
は
、
平
成
27
年
12
月
定
例
会
を
基
準
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
昨
年
＝
平
成
26
年
、
今
年
＝
平
成
27
年
、
来
年
＝
平
成
28
年
）

12
月
定
例
会
本
会
議

自
民
改
革
会
議

〈
代
表
質
問
〉

⑹活力のある産業振興について
❷小規模企業振興条例の制定

【質問】　
　国は、平成２６年６月に、「事業の持続的発展」
を基本理念に位置づけた「小規模企業振興基本
法」を制定したが、これにより、規模拡大や新規事
業に取り組む企業だけでなく、今の商売を確実に
継続・承継していく企業の支援の重要性が明確
になったものと考える。 
　この法律の中では、地方公共団体の責務とし
て、小規模企業の振興のため、地域の実情に応
じた施策を実施する事が規定されており、県にお
いても、小規模企業に対する積極的な支援が求
められていると考える。 また、この法律が制定され
た後、国は、小規模事業者持続化補助金を創設
したが、多くの小規模事業者が活用しており、県と
しても、このような施策に協力し、効果を高める事
が必要だと考える。 
　そこで、本県の雇用、経済を支える小規模企業
の支援を明確に位置づけるために、県として、小
規模企業の振興を目的とした、新たな条例を制定
すべきと考えるが、県の考えを伺う。

【経済産業部長 答弁】　
　小規模企業を含む中小企業は、地域経済や
雇用を支える重要な役割を担っており、本県で
は、これまで「静岡県の地域資源の活用と新しい
価値の創造によるものづくりの振興に関する条
例」や、「静岡県中小企業者の受注機会の増大
による地域経済の活性化に関する条例」を制定
し、中小企業に対する各種支援策を実施しており
ます。
　こうした中、国は、昨年６月に、小規模企業の活
性化を経済政策の重要な柱と位置付け、小規模
企業振興基本法を制定し、地方公共団体に、地
域に応じた小規模企業の振興のための施策を実
施する事を求めております。 また、商工会議所や
商工会など、多くの商工関係団体から、法律の趣
旨に沿った条例制定の要望書が寄せられている
ところであり、県と致しましては、小規模企業振興
のための新たな条例の制定に向けて、検討を進
めて参ります。 具体的には、既存の条例との整合
性や、関係団体が要望する内容を踏まえて条例
案を作成し、県議会をはじめ、関係団体や県民の
皆様の御意見をお聞きした上で、平成２８年度中
の議会にお諮り出来るよう、努めて参ります。

自民改革会議 代表質問

　私が所属している自民改革会議は、県民の皆様のご支援のおかげで、静岡県議会において過半
数の議員が所属している事もあり、日々、県内のさまざまな団体から要望が寄せられております。
　通常は、会派代表や自民党静岡県支部連合会3役（幹事長・総務会長・政務調査会長）が対応
致しますが、他の予定と重なる時など、政務調査会が対応する事もあります。 今年度、政務調査会の
副会長を務めているため、私も要望・意見交換等の対応をさせて頂きました。

　頂いたご意見・ご要望は、その後、政務調査会
や会派の会合等で取り扱いを話し合います。
　今回、静岡県商工会連合会から頂いたご要望
の「小規模企業振興条例の制定」につきまして
は、12月定例会の代表質問で取り上げさせて頂
きました。

　

自民改革会議の活動

静岡県生活協同組合連合会役員との意見交換会静岡県商工会連合会より要望書受付

　今後も皆様からの
ご意見・ご要望を県政
に反映出来るよう、   
努力して参ります。

　静岡県議会には、様々な議員連盟が
あります。 
　治山・砂防事業推進議員連盟は、水
と豊かな生活環境の創造と、安心して暮
らせる社会基盤の整備を目標に、治山・
砂防関係事業の一層の推進に向け、超
党派で設立されました。
　当議連は、この目的達成のために研
究会、視察、講演会等を機会あるごとに
行っております。

【工事箇所】 JR東海道線の洞トンネル北坑口から約50m由比駅側
【被災状況】 ・平成26年10月６日の台風18号に伴う豪雨により、山腹崩壊が発生

・JR東海道線沿線の山側擁壁が倒壊、人的被害なし
・JR東海道線：不通10日間、 国道1号：通行止め及び車線規制

「治山・砂防事業推進議員連盟」 視察

JR 線

山腹崩壊地全景 平成27年12月2日視察時の様子

災害関連緊急治山事業：静岡市清水区小河内「中一色」工事

復旧治山事業：静岡市駿河区興津東町「本城」工事

　お茶の生産技術の向上と消費
拡大を図るため、第69回全国お茶
まつり静岡大会が静岡市で開催さ
れました。
　今回は、お茶の需要拡大と身近
にお茶があふれる生活、文化の広
がりを目指し、「おしゃれに楽しむ お
茶の新しいカタチ～しずおか
O-CHAコレクション～」をキャッチフ
レーズに、様々なプログラムが展開
されました。

第69回 全国お茶まつり 静岡大会
お茶体験コーナー

　

静
岡
県
議
会
12
月
定
例
会
（
12
月
21
日
閉
会
）
に
は
、「
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
築
工
事
契
約
」
の
工
事
予
定
額
を

当
初
予
定
額
27
億
８
千
７
百
万
円
か
ら
３
億
円
増
額
の
30
億
８
千

７
百
万
円
と
し
、
併
せ
て
期
間
を
１
年
間
延
長
し
て
平
成
29
年
度
ま

で
と
す
る
債
務
負
担
行
為
の
変
更
と
、
今
年
度
の
執
行
が
困
難
と
な

っ
た
当
初
予
算
14
億
円
余
り
を
減
額
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
議
会

や
会
派
内
で
も
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部
内
容
を
２
ペ

ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
御
覧
下
さ
い
。

　

補
正
予
算
に
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
機
能
強
化
・
魅
力
工
事
事

業
費
１
千
６
百
万
円
も
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
地
区
西
側
の
格
納
庫
用
地
の
造
成
等
に
要
す
る
経
費
の
補

正
で
あ
り
ま
す
。
訪
日
需
要
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
今
、
将
来
の

航
空
需
要
を
着
実
に
取
り
込
む
た
め
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
格
納

庫
や
宿
泊
・
物
販
機
能
等
を
有
す
る
施
設
を
整
備
致
し
ま
す
。
今

後
も
富
士
山
静
岡
空
港
の
機
能
強
化
や
魅
力
向
上
を
図
り
、
観
光

誘
客
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
「
静
岡
県
も
り
づ
く
り
県
民
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
も
審
議
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
民
税

の
均
等
割
に
係
る
特
例
税
率
の
適
用
期
間
を
平
成
28
年
度
か
ら
５
年

間
延
長
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
も
り
づ
く
り
県
民

税
」
を
財
源
と
す
る
「
森
の
力
再
生
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
18
年
度

か
ら
今
年
度
末
ま
で
の
10
年
間
で
約
1
万
2
千
3
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

荒
廃
森
林
の
整
備
を
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
地

災
害
の
防
止
や
水
源
の
涵
養
な
ど
、
森
の
力
の
着
実
な
回
復
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
後
10
年
間
に
、
森
林
所
有
者
に
よ
る
整
備
が
困
難
な
人

工
林
や
竹
林
な
ど
、約
１
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
た
な
荒
廃
が
進
み
、

山
地
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
な

整
備
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
こ
れ
を
放
置

す
る
こ
と
は
、
下
流
の
河
川
、
田
畑
、
海
に
ま
で
被
害
が
及
び
、
県

民
の
生
命
・
財
産
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
地
域
の
農
業
や
漁
業
な
ど

の
産
業
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
も
り
づ
く
り
県
民
税
を
財
源
と
す
る
森
の
力
再
生
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
県
土
の
保
全
、
県
民
の
安
心
・

安
全
や
環
境
を
守
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

塚
本　

大

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

未
来
を
繋
ぐ
希
望
の
年
へ

未
来
を
繋
ぐ
希
望
の
年
へ

﹁
真
の
地
方
創
生
の
実
現
﹂へ
向
け
て

自
民
改
革
会
議
が
提
言
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厚
生
委
員
会

ふ
じ
の
く
に
型
人
生
区
分
の

普
及
啓
発
と
具
体
的
活
用
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

公
表
後
、
66
歳
か
ら
76
歳
の

壮
年
熟
期
に
当
た
る
方
が
改
め
て

就
職
す
る
な
ど
、
社
会
に
対
し

前
向
き
な
意
識
の
醸
成
が
見
ら

れ
、
多
く
の
高
齢
者
か
ら
好
評

を
博
し
て
い
る
。
中
国
浙
江
省
と

の
交
流
の
際
に
は
、
ふ
じ
の
く
に

型
人
生
区
分
に
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
の
取
り
組
み
は
世

界
に
通
用
す
る
も
の
と
の
手
応
え

を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
般
公
表
し
た
61
万

人
の
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
結

果
で
は
、
新
た
に
人
生
区
分
を

活
用
し
た
年
代
別
の
分
析
を
加

え
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
課
題
の

世
代
間
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
、

地
域
及
び
世
代
ご
と
の
特
性
に

応
じ
た
、
よ
り
具
体
的
な
健
康

増
進
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
県
内

各
市
町
に
向
け
て
ふ
じ
の
く
に
型

人
生
区
分
の
一
層
の
普
及
啓
発
を

図
り
、
併
せ
て
、
本
県
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
国
内
外
に
向

け
て
積
極

的
に
発
信
し

て
い
く
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

【
質
問
】

①
ふ
じ
の
く
に
に
住
み
か
え
る

推
進
本
部
に
金
融
機
関
が
参
加

し
た
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
。

②
金
融
機
関
の
取
り
組
み
と
し

て
移
住
者
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外

に
金
融
機
関
に
対
し
て
期
待
す

る
こ
と
は
何
か
。

【
答
弁
】

①
金
融
機
関
も
地
方
創
生
に
問

題
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
今
回
、

推
進
本
部
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

地
方
銀
行
３
行
に
加
入
し
て
頂

い
た
。
銀
行
は
県
と
異
な
る
地

域
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

等
、
独
自
の
情
報
を
有
し
て
お

り
、
移
住
定
住
に
活
か
し
て
頂

く
。
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

②
静
岡
銀
行
が
、
移
住
者
向
け

住
宅
ロ
ー
ン
を
有
し
て
お
り
、

他
行
に
も
取
り
扱
っ
て
頂
き
た

い
。
こ
の
他
、
首
都
圏
で
の
相

談
会
に
金
融
機
関
も
参
加
し
て

頂
く
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
内
に
あ
る
支
店
を
生

か
し
て
、
本
県
を
P
R
す
る
等
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

地
域
外
交
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

地
域
外
交
に
お
い
て
、
通
商

の
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
国
・

地
域
と
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】

　

通
商
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
、
地
域
外
交
基

本
方
針
の
中
で
は
、
中
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
米
国
を
挙
げ

て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
従
来

か
ら
経
済
が
主
流
で
あ
り
、
通

商
は
既
に
展
開
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
県
産
品
の
販
路
拡

大
や
県
内
企
業
の
海
外
展
開
支

援
、
投
資
の
促
進
が
取
り
組
み

の
柱
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
国
・
浙
江
省
で
は
、
水
産

物
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
る

他
、
上
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
紅

ほ
っ
ぺ
（
い
ち
ご
）
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

経
済
促
進
機
構
と
の
交
流
の
中

で
、
投
資
説
明
会
の
実
施
や
企

業
誘
致
も
進
め
て
い
る
。
北
京
・

天
津
は
、
交
流
に
着
手
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
通
商
は
今
後
検

討
す
る
。モ
ン
ゴ
ル
で
は
、工
業
・

農
牧
業
省
と
の
覚
書
に
基
づ

き
、
商
談
会
や
物
産
展
を
現
地

で
開
催
し
た
他
、
来
年
２
月
の

総
合
食
品
開
発
展
に
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
３
社
が
出
展
す
る
予
定

で
あ
る
。
台
湾
は
、
物
産
公
社

を
通
じ
て
、
み
か
ん
等
の
生
鮮

食
料
品
を
輸
出
す
る
ル
ー
ト
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
11
月
に
は
、
日
本
の
経
団
連

に
あ
た
る
三
三
会
と
県
内
の
経

済
団
体
の
覚
書
調
印
に
よ
り
、

経
済
分
野
の
交
流
を
進
め
て
い

く
。
米
国
は
ハ
ワ
イ
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
出
展

の
他
、
お
茶
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
を
西
海
岸
に
設
置
し
た
。
こ

の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
等

に
よ
り
、
通
商
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

企
画
く
ら
し
環
境
委
員
会

質
問
・
答
弁
の
一
部
紹
介

【
質
問
】

　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
富
士
山
の
包
括
的

な
保
存
管
理
及
び
情
報
提
供
の

拠
点
施
設
で
あ
り
、
当
会
派
も
、

そ
の
整
備
に
賛
成
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
建
築
工
事
の
入
札

が
不
調
と
な
り
、
開
館
時
期
に

遅
れ
が
生
じ
、
来
年
７
月
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
で
の

「
保
全
状
況
報
告
書
」
の
審
査

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

本
年
８
月
に
、
県
か
ら
、
約

５
億
４
千
万
円
の
増
額
を
検
討

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
当
会
派
か
ら
は
、
現
行
予

算
内
で
整
備
す
る
よ
う
に
と
再

検
討
を
強
く
求
め
た
。

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算

案
を
見
る
と
、
３
億
円
増
額
を

求
め
た
案
と
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
に
至
る
ま
で
に
一
定
の
努
力

が
見
ら
れ
た
が
、
ま
だ
県
民
の

皆
様
に
納
得
し
て
頂
く
に
は
、

不
十
分
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
３
点
質
問
す
る
。

　

１
つ
目
は
、
予
算
を
増
額
し

て
ま
で
も
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
こ

だ
わ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
い

わ
ゆ
る
「
逆
さ
富
士
」
の
デ
ザ

イ
ン
を
維
持
す
る
理
由
を
伺
う
。

２
つ
目
は
、
イ
コ
モ
ス
に
報

告
書
を
提
出
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
で
間
に
合
わ
な
い
事
を

理
由
に
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
、
改
め
て
説
明
を

求
め
る
。

　

３
つ
目
は
、
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
整
備
に
対
す
る
思
い
で
あ

る
。
県
が
ど
う
し
て
も
作
り
た

い
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
改
め
て
、
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
対
す

る
知
事
の
思
い
を
伺
う
。

【
知
事
答
弁
】

　

本
年
６
月
に
実
施
し
た
建
築

工
事
の
入
札
が
不
調
に
終
わ
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
、
早
期
に
再

入
札
が
実
施
出
来
る
よ
う
、
株

式
会
社
坂
茂
建
築
設
計
と
市
場

の
動
向
を
再
確
認
す
る
等
、
不

備
の
原
因
を
慎
重
に
分
析
す
る
と

と
も
に
、
県
議
会
の
皆
様
方
か
ら

頂
い
た
厳
し
い
御
意
見
を
踏
ま

え
、
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。

　

見
直
し
の
過
程
で
は
、
設
計

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
抜
本
的
に
見
直

す
事
も
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
完
成
時
期
が
平
成
31
年
度
以

降
に
ず
れ
込
み
、
保
全
状
況
報

告
書
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
明
記

出
来
な
い
た
め
報
告
書
の
信
頼

性
が
低
下
、②
前
回
約
１
・
６

億
円
が
か
か
っ
た
設
計
費
の
再

計
上
が
必
要
、③
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
る
費
用
が
発
生
、④

建
設
物
価
の
更
な
る
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
必
要
な
機
能
を
確
保
し
た

上
で
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
実

現
に
必
要
な
経
費
を
確
保
す
る

一
方
、
空
調
設
備
等
の
機
械
類

を
、
地
下
か
ら
地
上
に
移
し
て

地
下
の
階
を
廃
止
し
、
面
積
を

縮
小
し
た
事
で
事
業
費
の
圧
縮

に
最
大
限
努
め
た
。

　

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

審
査
に
お
い
て
、
最
優
秀
の
評

価
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
評
価
の
理
由
は
「
富
士
山
の

湧
水
の
循
環
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
を
建
物
と
水
盤
に
写
る

「
富
士
山
の
姿
」
を
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
表
現
し
た
事
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
が
世
界

に
向
か
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

文
化
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

事
が
出
来
る
提
案
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
建
物
の

デ
ザ
イ
ン
変
更
は
、
経
緯
も
含

め
る
と
、
避
け
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
県
の
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
山
梨
県

の
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
決
議
で

勧
告
さ
れ
た
「
情
報
提
供
戦
略

の
拠
点
」
と
し
て
、
平
成
29
年

度
ま
で
に
整
備
す
る
施
設
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今

議
会
に
お
諮
り
し
て
い
る
事
業

費
の
増
額
を
認
め
て
頂
け
れ
ば
、

来
年
２
月
１
日
ま
で
に
提
出
す

る
保
全
状
況
報
告
書
に
建
設
の

工
程
を
明
記
し
、
着
実
に
整
備

を
進
め
て
い
る
事
を
、
同
委
員

会
に
説
得
力
を
持
っ
て
提
示
す

る
事
が
出
来
る
。

　

本
県
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
世

界
遺
産
富
士
山
に
関
し
て
、
包

括
的
保
存
管
理
や
多
彩
な
価
値

の
情
報
提
供
、
総
合
的
な
調
査

研
究
等
を
実
施
す
る
施
設
が
な

か
っ
た
。
従
っ
て
、
日
本
の
国

土
の
中
心
で
あ
り
、
か
つ
象
徴

で
も
あ
る
富
士
山
を
、
人
類
共

通
の
財
産
と
し
て
後
世
へ
確
実

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
早
期
に
完
成
さ
せ
、

世
界
遺
産
富
士
山
に
ふ
さ
わ
し

く
、
長
年
に
わ
た
り
世
界
に
誇

り
う
る
施
設
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
答
弁
の
一
部
紹
介

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

水盤に映し出された逆さ富士

　

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た
。

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

❶
二
重
行
政
の
解
消

　

❷
地
方
創
生
に
対
す
る
姿
勢

　

❸
高
等
教
育
機
能
の
充
実

⑵
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

⑶
伊
豆
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
つ
い
て

⑷
世
界
遺
産
富
士
山
に
つ
い
て

　

❶
富
士
山
の
保
存
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み

　

❷
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）

⑸
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て

⑹
活
力
の
あ
る
産
業
振
興
に
つ

い
て

　

❶
産
業
成
長
戦
略
の
推
進

　

❷
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定

　

❸
農
林
水
産
分
野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
の
推
進

⑺
森
の
力
再
生
事
業
と
も
り
づ

く
り
県
民
税
に
つ
い
て

⑻
子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

⑼
消
防
団
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

⑽
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

❶
確
か
な
学
力
の
育
成
に
向

け
た
家
庭
と
の
連
携

　

❷
読
書
活
動
の
推
進

⑾
静
岡
県
警
察
を
支
え
る
人
材

の
確
保
に
つ
い
て

【イワタニ水素ステーション芝公園】（東京都港区）
　イワタニ水素ステーション
は、岩谷産業株式会社が平
成27年４月に運用を開始し
た日本初のショールーム併設
型の水素ステーションです。
　水素ステーションの稼働
状況、水素社会の実現に向
けた情報発信基地としての
取り組みについて視察しまし
た。

【東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱幕張地域冷暖房センター】（千葉県千葉市）
　東京ガスエンジニアリングソリュー
ションズ㈱幕張地域冷暖房センター
は、従来の地域冷暖房センターから
電気を加えた環境調和型地域エネ
ルギーサービスへの転換のモデルと
なった施設です。
　天然ガスコージェネレーションによ
る発電を行い、廃熱利用により幕張
新都心の一部地域に熱供給を行っ
ている施設の現況を視察しました。

【移住・交流情報ガーデン】（東京都中央区）
　移住・交流情報ガーデンは、47
都道府県の移住に関する取り組
みを情報発信する場として、総務
省が平成27年３月に開設した施
設です。
　地方への移住関連情報の提供
や、相談・支援の一元的な窓口と
して、各種事業の実施状況、運営
を行っている移住・交流推進機構

を視察しました。

 視察の目的
　“ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センターは、首都圏の移
住希望者からの相談にワンストップで対応するため、平成27年４月に
ふるさと回帰支援センター内に開設した施設です。
　静岡県への移住・定住の促進に向けた取り組み、センターにおける
相談や市町と連携した事業の実施状況について視察しました。

 “ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センターの概要

Ⅰ．運営状況

Ⅱ．相談受付の実績（４月～９月）

 主な質疑応答
Ｑ 　ふるさと回帰支援センターのフロア内に相談員を配置している地方自
治体の数は。

Ａ 　27県、１政令市である。 その他、15県から配置の希望を受けている。
Ｑ 　移住・定住の取り組みに関する先進的な自治体（県、市町村）は。
Ａ 　長野県の市町村である。 長野県は移住希望地ランキングで2011年
から2013年までの３年間、１位であった（2014年は山梨県）。
　　取り組みの一例として、飯山市には「飯山住んでみません課」という課
があり、受け入れ体制を整えているため、１年間で30～35世帯、10年間
で350世帯が移り住んでいる。 市、農協が連携して仕事や住居を用意
し、起業のフォローも行う。
Ｑ 　移住・定住の取り組みに関し、都道府県レベルで先進的なところは。
Ａ 　山梨県である。まず、山梨県の相談員自身が接客に長けており、対人
能力が非常に高い。 また山梨県は移住と就職の両方に力を入れており、
相談窓口に山梨県のハローワークの端末を設置して、来訪者の仕事に
関するニーズにも対応している。

Ｑ 　本県では小山町が移住に力を入れているとの説明があったが、具体的な取り組み
内容は。

Ａ 　小山町には「小山で暮らそう課」という課があり、町を挙げて移住促進に取り組んで
いる。 移住を検討している方を一日ないし半日で車を使ってアテンドし、町内各所の見
学、空き家物件の紹介等を行いながら、その方の希望（住居、仕事など）を具体的に聞
き取り、地元の関係者につなげていく。
　　町の担当職員が、移住希望者と話をするだけではなく、次のステップに移していくの
が他の自治体と違う点である。

Ｑ 　市町の受け入れ窓口が整っていることが必要なのか。
Ａ 　移住後を考慮すると地元自治体が熱心に関わっていることが望ましい。 移住は生活全
般を変えることであり、大きなリスクを伴うことから、公的機関の支援は必要不可欠である。

Ｑ 　本県の移住相談センターは、相談件数や1件当たり相談時間が増加傾向にある
が、相談員１人体制で対応出来ているのか。

Ａ 　件数の増加に比例して事務処理も増えることから１人での対応が
困難な状況となり、本日から事務職員が１人加わったところである。

【“ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センター】（東京都千代田区）

東京交通会館５階（有楽町駅前）ふるさと回帰支援センター内場 所
相 談 日 毎日（月・祝祭日休）10:00～18:00

計 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

２５２ ２３ ２７ ５０ ６０ ４６ ４６

○月別 （単位：件）

計 20代 30代 40代 50代 60代 70代～ 不明
２５２ ２２ ５４ ５２ ５２ ４３ １７ １２

○年代別
                          

（単位：件）

計 市町・地域 住まい 就職・就業 その他

２５２ ９４ ６８ ８２ ８

○求める情報別 （単位：件）

【ホテルニューオータニ バックヤード】（東京都千代田区）
ホテルニューオータニは

1964年の創業当初から環
境に配慮したホテルを目指
し、CO2の削減や生ごみや
水の再利用に積極的に取り
組んでいます。
　厨房から出る排水や生ご
みのリサイクル、氷蓄熱プラ
ントの整備等の現況を視察
しました。

【ＮＥＣイノベーションワールド】（東京都港区）
　ＮＥＣイノベーションワールドは、
人と地球に優しい情報社会の実現
に向け、最先端のＩＣＴを活用し事例
や技術を紹介しています。
　本県では、観光、防災、医療、産
業、教育など行政の各分野におい
てＩＣＴを活用した施策を展開して
いますが、今後地方創生のため、さ
まざまな取り組みを実現していくに
当たり、先進事例を視察しました。

企画くらし環境
委員会視察

　県下消防人の団結と士気の高揚を図り、消防体制の強化と発展を期するた
め、平成２７年度 静岡県消防大会が吉田町で開催されました。
　静岡県におきましては、「消防団活動に協力している事業所等に対する事業
税の減税」、「建設工事入札参加資格審査での優遇措置」、「緊急地震・津波
対策交付金による消防団の施設や装備への財政支援」など、消防団員の活動
しやすい環境づくりの確保に向けた施策を積極的に進めております。
　今後も、県民の安全・安心確保のために努力して参ります。

平成２７年度 静岡県消防大会

　県内の火災被害状況を見ますと、死傷者の多くが住宅火災によるものと
なっております。 火災から一人でも多くの命を救うために、各市町の火災予
防条例により、平成２１年から住宅用火災警報器の設置が義務付けられまし
たが、平成27年６月１日時点で設置率が７６．５％と設置が十分に進んでいな
い状況にあります。 さらに設置を進めるため、住宅用火災警報器を設置して
いない方がいらっしゃいましたら、設置の働きかけをお願い致します。

⑼消防団の活動支援について
【質問】　
　地域防災の要である消防団は、災害発生時はもとよ
り、平時においても幅広い役割を担うなど、その存在は
大変心強いが、一方で、少子高齢化や社会意識の大き
な変化などから、消防団員数が大きく減少しており、消
防団員の確保対策が急務である。 
　本県では、平成２４年４月に議員提案による「消防団の
活動に協力する事業所等を応援する県税の特例に関する
条例」を施行した。 これは、消防団員が所属する事業所の
事業税を一部控除する事で消防団活動への理解を求め、
消防団員の活動しやすい環境づくりを目指すものであり、
全国的にも先進的な取り組みである。 平成２８年３月末
には、条例の期限を迎える事となるが、消防団をとりまく
環境は依然として厳しく、県消防協会からも条例の延
長や事業税控除額の増額など、ご要望を頂いている。 
県議会としても継続や支援内容の充実についてしっ
かりと検討していかなければならないと考えている。 
　そこで、この条例に基づき、消防団員に協力する事
業所等への支援を進めてきた県として、条例のこれま
での効果と具体的な課題について、どのように認識し
ているのか伺う。

【危機管理監 答弁】　
　「消防団の活動に協力する事業所等を応援する県税
の特例に関する条例」に基づき、現在までに、延べ１６８
事業所が、事業税の控除を受けております。 
　事業税控除には、消防団活動に協力している事業所
の社会貢献を顕彰する「消防団協力事業所表示制度」
により、市町による認定が要件の一つとなります。 本県の
認定事業所の数は、条例が施行された平成２４年４月の
１５９に対し、本年４月現在で５０７と、３．２倍に増加し、全
国順位も２０位から４位へと大幅に上昇しております。 こ
れは、条例の効果が現れたものと考えられ、今後とも、条
例による支援を続ける事により、消防団員が活動しやす
い環境整備が進むものと確信しております。 
　一方で、少子高齢化など社会情勢の変化により、
消防団員数は依然として減少傾向にあります。 消防
団員の確保を図っていくためには、事業所支援制度
の更なる周知や、支援内容の充実が必要と考えてお
ります。 
　県と致しましては、引き続き、市町や消防機関等と
連携し、支援制度の積極的なＰＲを図るとともに、消防
団への理解・協力を示している事業所を表彰するな
ど、消防団員の確保や消防団員が活動しやすい環境
整備に努めて参ります。

　主要地方道焼津森線道路整備促進期成同盟会
は、県道焼津森線の早期完成に向けて、毎年、県関
係機関に要望活動を実施しています。
　私も本会議の一般質問で取り上げた事があり、力を
入れて取り組んでいる事業であります。 また、本会の顧
問も務めさせて頂いており、今年も、県交通基盤部、県
議会副議長への要望活動に同行致しました。

　平成21年度に工事着手した広幡橋付
近（仮宿交差点から580m区間）は、平成
26年度に工事が完了しました。 今後も他
区間の整備促進に向け努力して参ります。

焼津市（東名焼津IC～藤枝市境）
○平成24年度から25年度にかけて、
測量及び東名アンダー部を含めた
道路設計を行った。
○平成26年度からは都市計画の変
更に向けた地元調整や手続きを行
っている。
○平成27年8月24日に沿道の関係
者（19名）から中央分離帯設置に
関する陳情書が提出されたため、
10月21日から30日の間に県と焼
津市が、この沿道の関係者に再度
説明に伺い、ご理解頂けるよう努
力している。
○平成28年度は、都市計画事業認
可を取得し、街路事業による道路
拡幅（４車線化）を実施していく。

藤枝市（焼津市境～国道1号）
○国道１号から葉梨川までを街路事
業（交付金）により、また葉梨川から
焼津市境までを道路事業（交付金
）により、道路拡幅（４車線化）を実
施している。
○このうち、国道１号から焼津側のＬ
=580ｍ区間（街路140ｍ＋道路
440ｍ）については、平成26年11
月に４車線供用をしている。
○平成27年度は、横断暗渠工を実
施している。
○平成28年度は、横断暗渠工、用
地買収を実施する予定である。
○残る900ｍ区間については、平成
30年代前半の開通を目指し整備
を進めていく。

整備前（広幡橋付近）

整備状況

整備後（広幡橋付近）

主要地方道焼津森線道路整備促進期成同盟会

１：５０，０００島田土木事務所管内№
主要地方道焼津森線要望箇所図

⑦道路拡幅改良（昭和橋～島田市境）

⑤道路拡幅改良（楠沢橋～大出橋）

⑥橋梁改築（山鼻橋）橋長 、幅員

藤 枝 市

藤 枝 市

新 東 名 高 速 道 路
焼津

藤枝岡部

藤枝

藤枝

藤枝市岡部支所

焼 津 市
150

1

県議会副議長への要望

県交通基盤部からの回答要旨

県交通基盤部への要望

　静岡県議会で私が所属し
ている会派「自民改革会議」
には、様々な議員連盟があり
ます。
　自民党看護を考える議員
連盟は、少子高齢化社会を
迎える中、県民の健康を守る
為に必要な看護について、県
内の実情を把握し、医療関係
団体と連携を図りながら、県民の健康を守る事を目的に設立されました。
　当議連では、静岡県看護連盟のご協力を頂き、機会あるごとに、現場の看
護職員の方 と々の意見交換、施設見学をさせて頂いております。
　現場を見させて頂いて毎回思う事は、看護職員の人材確保と勤務環境の
改善は喫緊の課題であるという事です。
　今後も、現場の実情をきちんと把握し、看護現場の改善を通して、県民の
健康が守れるよう努力して参ります。

「自民党看護を考える議員連盟」 視察

自民改革会議 代表質問 　

私
が
所
属
し
て
い
る
自
民
改

革
会
議
と
し
て
は
、
県
当
局
か

ら
の
説
明
の
中
で
、
以
下
の
点

を
重
視
致
し
ま
し
た
。

□１
現
在
の
設
計
で
は
、
こ
れ
以

上
の
工
事
費
削
減
は
出
来
な
い
事

□２
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

の
建
築
設
計
を
一
か
ら
見
直
し

た
場
合
、①
建
物
完
成
が
平
成

31
年
6
月
以
降
に
な
り
、
保
全

状
況
報
告
書
に
工
程
表
が
明
示

出
来
な
い
た
め
、
取
り
組
み
が

不
十
分
で
あ
る
と
イ
コ
モ
ス
に

受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
事
（
富

士
山
が
世
界
文
化
遺
産
か
ら
外

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事
）

②
建
築
工
事
及
び
展
示
物
製
作

の
再
設
計
が
必
要
と
な
り
、
そ

の
経
費
と
し
て
約
1
億
6
千
万

円
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
増
と
し
て
約
5
千
万
円
、
着

工
遅
れ
に
よ
る
建
設
物
価
の
上

昇
等
で
約
2
億
7
千
万
円
な
ど
、

全
体
で
約
4
億
8
千
万
円
程
度

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
事

賛
成
の
理
由

第19号３ 第19号２

B3オフリンサイズ／545mm×382mm（広告スペース／520mm×370mm）



一 

教
職
員
定
数
削
減
の
慎

重
な
議
論
を
求
め
る
意

見
書

一 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
割
引
制
度
を
求

め
る
意
見
書

一 

自
動
車
関
係
諸
税
に
つ

い
て
の
意
見
書

一 

少
人
数
学
級
の
推
進
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

割
合
の
復
元
を
求
め
る

意
見
書

一 

夜
間
中
学
の
整
備
と
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

一 

社
会
資
本
老
朽
化
対
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見

書 「
国
へ
の
意
見
書
」

※
詳
し
い
内
容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

厚
生
委
員
会

　

ふ
じ
の
く
に
型
人
生
区
分
の

普
及
啓
発
と
具
体
的
活
用
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

公
表
後
、
66
歳
か
ら
76
歳
の

壮
年
熟
期
に
当
た
る
方
が
改
め
て

就
職
す
る
な
ど
、
社
会
に
対
し

前
向
き
な
意
識
の
醸
成
が
見
ら

れ
、
多
く
の
高
齢
者
か
ら
好
評

を
博
し
て
い
る
。
中
国
浙
江
省
と

の
交
流
の
際
に
は
、
ふ
じ
の
く
に

型
人
生
区
分
に
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
の
取
り
組
み
は
世

界
に
通
用
す
る
も
の
と
の
手
応
え

を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
般
公
表
し
た
61
万

人
の
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
結

果
で
は
、
新
た
に
人
生
区
分
を

活
用
し
た
年
代
別
の
分
析
を
加

え
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
課
題
の

世
代
間
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
、

地
域
及
び
世
代
ご
と
の
特
性
に

応
じ
た
、
よ
り
具
体
的
な
健
康

増
進
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
県
内

各
市
町
に
向
け
て
ふ
じ
の
く
に
型

人
生
区
分
の
一
層
の
普
及
啓
発
を

図
り
、
併
せ
て
、
本
県
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
国
内
外
に
向

け
て
積
極

的
に
発
信
し

て
い
く
。

 

そ
の
他
の
委
員
会
で
の

　
　   

質
疑
応
答
の
一
部
紹
介 

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

【
質
問
】

①
ふ
じ
の
く
に
に
住
み
か
え
る

推
進
本
部
に
金
融
機
関
が
参
加

し
た
が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
。

②
金
融
機
関
の
取
り
組
み
と
し

て
移
住
者
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外

に
金
融
機
関
に
対
し
て
期
待
す

る
こ
と
は
何
か
。

【
答
弁
】

①
金
融
機
関
も
地
方
創
生
に
問

題
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
今
回
、

推
進
本
部
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

地
方
銀
行
３
行
に
加
入
し
て
頂

い
た
。
銀
行
は
県
と
異
な
る
地

域
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

等
、
独
自
の
情
報
を
有
し
て
お

り
、
移
住
定
住
に
活
か
し
て
頂

く
。
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

②
静
岡
銀
行
が
、
移
住
者
向
け

住
宅
ロ
ー
ン
を
有
し
て
お
り
、

他
行
に
も
取
り
扱
っ
て
頂
き
た

い
。
こ
の
他
、
首
都
圏
で
の
相

談
会
に
金
融
機
関
も
参
加
し
て

頂
く
方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
内
に
あ
る
支
店
を
生

か
し
て
、
本
県
を
P
R
す
る
等
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
き
た
い
。

地
域
外
交
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

地
域
外
交
に
お
い
て
、
通
商

の
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
国
・

地
域
と
そ
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】

　

通
商
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
、
地
域
外
交
基

本
方
針
の
中
で
は
、
中
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、
台
湾
、
米
国
を
挙
げ

て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
従
来

か
ら
経
済
が
主
流
で
あ
り
、
通

商
は
既
に
展
開
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
県
産
品
の
販
路
拡

大
や
県
内
企
業
の
海
外
展
開
支

援
、
投
資
の
促
進
が
取
り
組
み

の
柱
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
国
・
浙
江
省
で
は
、
水
産

物
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
る

他
、
上
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
紅

ほ
っ
ぺ
（
い
ち
ご
）
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

経
済
促
進
機
構
と
の
交
流
の
中

で
、
投
資
説
明
会
の
実
施
や
企

業
誘
致
も
進
め
て
い
る
。
北
京
・

天
津
は
、
交
流
に
着
手
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
通
商
は
今
後
検

討
す
る
。モ
ン
ゴ
ル
で
は
、工
業
・

農
牧
業
省
と
の
覚
書
に
基
づ

き
、
商
談
会
や
物
産
展
を
現
地

で
開
催
し
た
他
、
来
年
２
月
の

総
合
食
品
開
発
展
に
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
３
社
が
出
展
す
る
予
定

で
あ
る
。
台
湾
は
、
物
産
公
社

を
通
じ
て
、
み
か
ん
等
の
生
鮮

食
料
品
を
輸
出
す
る
ル
ー
ト
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
11
月
に
は
、
日
本
の
経
団
連

に
あ
た
る
三
三
会
と
県
内
の
経

済
団
体
の
覚
書
調
印
に
よ
り
、

経
済
分
野
の
交
流
を
進
め
て
い

く
。
米
国
は
ハ
ワ
イ
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
出
展

の
他
、
お
茶
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
を
西
海
岸
に
設
置
し
た
。
こ

の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
等

に
よ
り
、
通
商
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

平成28年度 当初予算 重点要望事項
※詳しい内容は、ホームページに掲載してありますのでご覧ください。

　
〈個別事項〉
１ 経済再生、雇用対策の強化
　①産業成長戦略の推進等による
産業競争力の強化

　②ＴＰＰ等を踏まえた農林水産
業への支援の強化

　③女性や若者など、誰もが活躍
出来る社会の創出

２ 県民の生命・財産を守る危機
管理体制の強化

　①防潮堤等の施設整備の推進や、
緊急地震・津波対策交付金等
の市町支援の継続

　②広域避難体制の確保等の原子
力災害や火山対策の強化

　③企業誘致推進のための支援制
度の充実、工業用地等の基盤
整備の推進

　④農林水産業の振興を図るため
の各種支援の充実

３ 人口減少をストップする子育

て支援、医療・福祉の充実
　①待機児童や子どもの貧困解消
に向けた子育て支援の強化

　②医師、看護師、介護従事者の
確保など、質の高い医療・介護
体制の整備

　③障害者、高齢者などの社会的
弱者を支える施策の強化

　④健康寿命を延伸する取り組み
の強化

４ 教育・人づくりの充実
　①将来の静岡を担う多彩な人材
の育成

　②教員が子どもと向き合う時間
の確保など、教育の質の向上
と環境の整備

　③私立学校教育への支援の強化
　④特別支援学校の整備など、特
別支援教育への支援の強化

５ 豊かな県民の暮らしの実現

　①道路、河川、橋りょう、港湾など、
暮らしを支える社会資本の整備

　②県民に身近な生活環境の整備
（身近な道路整備、河床浚渫
などの河川整備）

　③治山、地すべり、急傾斜地対策
などの災害防除対策の推進

６ 本県の魅力を活かした観光・
交流の促進
　①本県の魅力を活かした観光地
づくりと効果的な情報発信

　②東京オリンピック・パラリン
ピック等を契機とした戦略的
なスポーツ交流の推進

　③富士山静岡空港の機能向上と空
港を核とした地域づくりの推進

　④新しい人の流れをつくる移住、
定住の促進

７ 行財政改革の推進
　①健全財政の枠組みの堅持
　②市町を含めた行政運営の最適
化や、行政ニーズに対応した組
織体制の構築

自民改革会議として、川勝知事に要望書を提出致しました。

目に見える真の地方創生の実現〈総括事項〉

　

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た
。

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

❶
二
重
行
政
の
解
消

　

❷
地
方
創
生
に
対
す
る
姿
勢

　

❸
高
等
教
育
機
能
の
充
実

⑵
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

⑶
伊
豆
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
つ
い
て

⑷
世
界
遺
産
富
士
山
に
つ
い
て

　

❶
富
士
山
の
保
存
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み

　

❷
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）

⑸
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
な
推
進
に
つ
い
て

⑹
活
力
の
あ
る
産
業
振
興
に
つ

い
て

　

❶
産
業
成
長
戦
略
の
推
進

　

❷
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定

　

❸
農
林
水
産
分
野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
の
推
進

⑺
森
の
力
再
生
事
業
と
も
り
づ

く
り
県
民
税
に
つ
い
て

⑻
子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

⑼
消
防
団
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

⑽
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

❶
確
か
な
学
力
の
育
成
に
向

け
た
家
庭
と
の
連
携

　

❷
読
書
活
動
の
推
進

⑾
静
岡
県
警
察
を
支
え
る
人
材

の
確
保
に
つ
い
て

※
本
会
議
・
各
委
員
会
の
内
容
は
、
平
成
27
年
12
月
定
例
会
を
基
準
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
昨
年
＝
平
成
26
年
、
今
年
＝
平
成
27
年
、
来
年
＝
平
成
28
年
）

12
月
定
例
会 

本
会
議

自
民
改
革
会
議

〈
代
表
質
問
〉    

⑹活力のある産業振興について
　❷小規模企業振興条例の制定
【質問】　
　国は、平成２６年６月に、「事業の持続的発展」
を基本理念に位置づけた「小規模企業振興基本
法」を制定したが、これにより、規模拡大や新規事
業に取り組む企業だけでなく、今の商売を確実に
継続・承継していく企業の支援の重要性が明確
になったものと考える。 
　この法律の中では、地方公共団体の責務とし
て、小規模企業の振興のため、地域の実情に応
じた施策を実施する事が規定されており、県にお
いても、小規模企業に対する積極的な支援が求
められていると考える。 また、この法律が制定され
た後、国は、小規模事業者持続化補助金を創設
したが、多くの小規模事業者が活用しており、県と
しても、このような施策に協力し、効果を高める事
が必要だと考える。 
　そこで、本県の雇用、経済を支える小規模企業
の支援を明確に位置づけるために、県として、小
規模企業の振興を目的とした、新たな条例を制定
すべきと考えるが、県の考えを伺う。

【経済産業部長 答弁】　
　小規模企業を含む中小企業は、地域経済や
雇用を支える重要な役割を担っており、本県で
は、これまで「静岡県の地域資源の活用と新しい
価値の創造によるものづくりの振興に関する条
例」や、「静岡県中小企業者の受注機会の増大
による地域経済の活性化に関する条例」を制定
し、中小企業に対する各種支援策を実施しており
ます。
　こうした中、国は、昨年６月に、小規模企業の活
性化を経済政策の重要な柱と位置付け、小規模
企業振興基本法を制定し、地方公共団体に、地
域に応じた小規模企業の振興のための施策を実
施する事を求めております。 また、商工会議所や
商工会など、多くの商工関係団体から、法律の趣
旨に沿った条例制定の要望書が寄せられている
ところであり、県と致しましては、小規模企業振興
のための新たな条例の制定に向けて、検討を進
めて参ります。 具体的には、既存の条例との整合
性や、関係団体が要望する内容を踏まえて条例
案を作成し、県議会をはじめ、関係団体や県民の
皆様の御意見をお聞きした上で、平成２８年度中
の議会にお諮り出来るよう、努めて参ります。

自民改革会議 代表質問

　私が所属している自民改革会議は、県民の皆様のご支援のおかげで、静岡県議会において過半
数の議員が所属している事もあり、日々、県内のさまざまな団体から要望が寄せられております。
　通常は、会派代表や自民党静岡県支部連合会3役（幹事長・総務会長・政務調査会長）が対応
致しますが、他の予定と重なる時など、政務調査会が対応する事もあります。 今年度、政務調査会の
副会長を務めているため、私も要望・意見交換等の対応をさせて頂きました。

　頂いたご意見・ご要望は、その後、政務調査会
や会派の会合等で取り扱いを話し合います。
　今回、静岡県商工会連合会から頂いたご要望
の「小規模企業振興条例の制定」につきまして
は、12月定例会の代表質問で取り上げさせて頂
きました。

　

自民改革会議の活動

静岡県生活協同組合連合会役員との意見交換会静岡県商工会連合会より要望書受付

　今後も皆様からの
ご意見・ご要望を県政
に反映出来るよう、   
努力して参ります。

　静岡県議会には、様々な議員連盟が
あります。 
　治山・砂防事業推進議員連盟は、水
と豊かな生活環境の創造と、安心して暮
らせる社会基盤の整備を目標に、治山・
砂防関係事業の一層の推進に向け、超
党派で設立されました。
　当議連は、この目的達成のために研
究会、視察、講演会等を機会あるごとに
行っております。

【工事箇所】 JR東海道線の洞トンネル北坑口から約50m由比駅側
【被災状況】 ・平成26年10月６日の台風18号に伴う豪雨により、山腹崩壊が発生
 ・JR東海道線沿線の山側擁壁が倒壊、人的被害なし
 ・JR東海道線：不通10日間、 国道1号：通行止め及び車線規制

「治山・砂防事業推進議員連盟」 視察

JR 線  

山腹崩壊地全景 平成27年12月2日視察時の様子

災害関連緊急治山事業：静岡市清水区小河内「中一色」工事

復旧治山事業：静岡市駿河区興津東町「本城」工事

　お茶の生産技術の向上と消費
拡大を図るため、第69回全国お茶
まつり静岡大会が静岡市で開催さ
れました。
　今回は、お茶の需要拡大と身近
にお茶があふれる生活、文化の広
がりを目指し、「おしゃれに楽しむ お
茶の新しいカタチ～しずおか
O-CHAコレクション～」をキャッチフ
レーズに、様々なプログラムが展開
されました。

第69回 全国お茶まつり 静岡大会
お茶体験コーナー

　

静
岡
県
議
会
12
月
定
例
会
（
12
月
21
日
閉
会
）
に
は
、「
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
築
工
事
契
約
」
の
工
事
予
定
額
を

当
初
予
定
額
27
億
８
千
７
百
万
円
か
ら
３
億
円
増
額
の
30
億
８
千

７
百
万
円
と
し
、
併
せ
て
期
間
を
１
年
間
延
長
し
て
平
成
29
年
度
ま

で
と
す
る
債
務
負
担
行
為
の
変
更
と
、
今
年
度
の
執
行
が
困
難
と
な

っ
た
当
初
予
算
14
億
円
余
り
を
減
額
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
議
会

や
会
派
内
で
も
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部
内
容
を
２
ペ

ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
御
覧
下
さ
い
。

　

補
正
予
算
に
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
機
能
強
化
・
魅
力
工
事
事

業
費
１
千
６
百
万
円
も
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
地
区
西
側
の
格
納
庫
用
地
の
造
成
等
に
要
す
る
経
費
の
補

正
で
あ
り
ま
す
。
訪
日
需
要
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
今
、
将
来
の

航
空
需
要
を
着
実
に
取
り
込
む
た
め
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
格
納

庫
や
宿
泊
・
物
販
機
能
等
を
有
す
る
施
設
を
整
備
致
し
ま
す
。
今

後
も
富
士
山
静
岡
空
港
の
機
能
強
化
や
魅
力
向
上
を
図
り
、
観
光

誘
客
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
「
静
岡
県
も
り
づ
く
り
県
民
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
も
審
議
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
民
税

の
均
等
割
に
係
る
特
例
税
率
の
適
用
期
間
を
平
成
28
年
度
か
ら
５
年

間
延
長
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
も
り
づ
く
り
県
民

税
」
を
財
源
と
す
る
「
森
の
力
再
生
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
18
年
度

か
ら
今
年
度
末
ま
で
の
10
年
間
で
約
1
万
2
千
3
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

荒
廃
森
林
の
整
備
を
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
地

災
害
の
防
止
や
水
源
の
涵
養
な
ど
、
森
の
力
の
着
実
な
回
復
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
後
10
年
間
に
、
森
林
所
有
者
に
よ
る
整
備
が
困
難
な
人

工
林
や
竹
林
な
ど
、約
１
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
た
な
荒
廃
が
進
み
、

山
地
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
な

整
備
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
こ
れ
を
放
置

す
る
こ
と
は
、
下
流
の
河
川
、
田
畑
、
海
に
ま
で
被
害
が
及
び
、
県

民
の
生
命
・
財
産
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
地
域
の
農
業
や
漁
業
な
ど

の
産
業
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
も
り
づ
く
り
県
民
税
を
財
源
と
す
る
森
の
力
再
生
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
県
土
の
保
全
、
県
民
の
安
心
・

安
全
や
環
境
を
守
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

未
来
を
繋
ぐ
希
望
の
年
へ

未
来
を
繋
ぐ
希
望
の
年
へ

﹁
真
の
地
方
創
生
の
実
現
﹂へ
向
け
て

　
　
　   

自
民
改
革
会
議
が
提
言
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Q
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て

　

 

で
ご
覧
下
さ
い
。

第20号は、平成28年5月1日（日）新聞折込み予定です。 

次回、大ジェスト発行のお知らせ

つかもと 大 
静岡県議会議員

事務所のご案内

静岡県議会におきまして、一般質問の機会を頂きました。
ご都合のよろしい方、是非、傍聴にお越し下さい。
※現在、バスツアーも検討中です。事務所までご連絡下さい。

平成28年3月1日㈫
午前10：30～

一般質問 （予定） のお知らせ一般質問 （予定） のお知らせ
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